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§１．研究成果の概要 

 

長鎖 DNA を植物細胞に導入する技術として、受精卵または胚へ直接 DNA を導入する技術の開

発を行っている。今年度は受精卵・胚への DNA 導入技術、また導入した胚から培養変異なく植物

個体を作出する技術について開発を進めた。受精卵や植物培養細胞への DNA 導入を複数の手

法で試みているが、細胞へのダメージが大きく生長が見られなかったため、さらなる改善が必要で

ある。胚に関しては、in vitro で培養し、稔性をもつ植物個体まで効率よく育てることができる系を

確立した。得られた個体の次世代の植物個体の倍数性解析した結果、大きな異常は見られなかっ

たことより、大規模な異常を誘発しない胚培養系を確立できた。 
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